
企
部
古
蹟
志
巻
十
三

け
り
。
O
法

然

寺

橋

此
の
橋
名
今
は
絶
え
た
り
。
故
に
金
津
橋
梁
記
に
、
百
姓
橋
本
多
家

中
出
口
と
あ
り
。
奮
停
に
云
ふ
。
昔
は
川
上
新
町
の
法
然
寺
は
、
百

姓
町
箆
覚
寺
の
向
小
路
に
あ
り
て
‘
共
の
比
此
の
町
内
た
る
本
多
下

邸
へ
往
来
の
橋
を
ぽ
法
然
寺
橋
と
呼
ぺ
り
。
叉
此
の
橋
爪
に
下
邸
の

入
口
怠
る
番
所
を
‘
後
々
ま
で
も
法
然
寺
口
番
所
と
呼
ぴ
来
れ
り
。

是
そ
の
か
み
法
然
寺
此
の
地
漣
に
あ
り
し
頃
よ
り
の
遺
名
な
り
と
い

へ
り
。
按
宇
る
に
‘
石
浦
紳
枇
に
停
来
せ
る
寛
永
八
年
の
氏
子
地
聞

に
、
百
姓
町
に
法
然
寺
と
記
載
し
、
共
の
近
漣
に
橋
梁
を
闘
せ
り
。

是
卸
ち
法
然
寺
橋
・
な
る
事
知
ら
れ
け
り
。
此
の
川
は
倉
月
用
水
に

て
‘
此
の
橋
下
を
流
れ
、
泊
車
牛
布
街
門
橋
へ
出
で
た
り
。
今
此
の

橋
を
ば
百
姓
町
の
橋
と
呼
べ
る
の
み
に

τ、
橋
名
は
早
〈
絶
え
た
り

と
い
へ
り
。
法
然
寺
橋
の
名
は
知
る
も
の
注
し
。

。
醤
念
寺
康
跡

普
念
寺
は
.
東
本
願
寺
減
の
道
場
に
て
、
御
堂
坊
主
な
り
し
が
、
安

政
二
年
十
一
月
十
六
日
東
末
寺
へ
火
を
付
け
、
遂
に
共
の
事
館
頴
し

て
、
捕
縛
せ
ら
れ
、
礁
の
重
刑
に
蕗
せ
ら
れ
、
寺
破
却
を
命
ぜ
ら
れ

は
、
未
だ
詳
か
左
ら
宇
。
元
総
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
長

門
町
・
周
防
町
を
記
戦
し
、
或
は
能
登
町
な
ど
の
町
名
あ
り
て
‘
そ

の
か
み
如
何
た
る
曲
線
に
て
、
園
名
を
町
名
陀
付
け
た
り
け
ん
。
共

の
中
に
も
長
門
町
は
、
山
崎
長
門
の
事
を
云
ひ
.
停
ふ
と
い
へ
ど
も
・

日
向
町
・
周
防
町
・
能
登
町
・
な
ど
は
.
如
何
な
る
由
た
り
や
知
る
べ
か

ら
歩
。
O
犀
川
掛
作
町

元
総
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
民
、
百
姓
町
の
次
に
犀
川
懸
作
町

を
飽
蛾
し
.
穿
註
に
丸
旦
よ
り
上
と
載
せ
た
り
。
さ
れ
ぽ
元
職
以
前

頃
よ
り
の
町
名
た
り
し
と
い
へ
ど
も
‘
後
に
絶
え
た
る
ゆ
ゑ
詳
か
た

ら
宇
。
按
宇
る
に
、
此
の
町
は
日
向
町
と
掛
併
せ
し
地
の
‘
玄
春
川
の

川
縁
に

τ、
古
へ
川
側
比
掛
作
り
せ
し
故
の
遺
名
な
ら
ん
か
。
掛
作

は
梯
作
り
の
意
に

τ‘
頓
作
の
義
た
り
と
い
へ
り
。
但
し
明
治
凶
年

四
月
町
名
改
革
の
時
、
此
の
地
越
を
悉
く
百
姓
町
民
合
併
し
て
、
小

名
共
を
厳
せ
り
。

。
山
伏
長
袋
寺
跡

袋
異
記
K
.
享
傑
廿
年
七
月
廿
五
日
夜
、
百
姓
町
山
伏
長
柴
寺
よ
り

出
火
、
百
姓
町
悉
く
焼
失
。
と
あ
り
て
、
百
姓
町
の
末
摩
川
掛
作
町

金
滞
古
蹟
志
巻
十
三

五
六

た
り
。
そ
の
寺
地
は
俊
亮
寺
の
向
小
路
西
側
也
。
按
宇
る
に
、
元
総

十
年
の
諸
宗
磁
却
寺
取
調
幌
に
.
越
中
園
砺
波
郡
内
嶋
村
西
光
寺
は

一
向
宗
東
方
の
道
場
坊
主
な
る
が
、
高
治
三
年
の
夏
柿
木
を
伐
る
に

付
き
漣
放
を
命
ぜ
ら
れ
、
寺
院
を
破
却
せ
ら
れ
た
る
と
と
見
ゆ
。
高

治
頃
の
般
格
洞
察
す
ぺ
し
。

O
瀬

戸

町

此
の
町
は
、
法
然
寺
橋
の
川
縁
た
る
裏
町
に
て
‘
小
家
共
僅
か
に
連

ち
た
れ
ど
.
昔
よ
り
瀬
戸
町
と
呼
ぺ
り
。
或
は
云
ふ
此
の
町
地
は
人

家
の
後
地
に
て
茜
だ
閑
地
な
り
。
さ
れ
ば
瀬
戸
町
は
背
戸
町
の
窓
な

ら
ん
か
と
い
へ
り
。
瀬
戸
町
と
い
ふ
は
、
堀
川
餌
指
町
の
漣
に
も
あ

り
。
但
し
明
治
四
年
四
月
町
名
改
革
の
時
.
百
姓
町
へ
属
せ
し
め
ら

れ
た
り
。

。
日

向

町

此
の
町
は
.
百
姓
町
の
末
、
上
本
多
町
川
御
亭
の
入
口
越
を
呼
べ
り
。

奮
停
に
云
ふ
。
昔
は
此
の
町
名
を
稀
す
る
地
徐
程
庚
か
り
し
か
ど
、

本
多
下
邸
内
に
取
込
と
成
り
、
共
の
後
は
下
邸
の
出
口
僅
か
の
聞

を
の
み
稀
す
る
事
と
は
成
り
た
り
。
今
は
此
の
町
名
を
厳
し
、
百

姓
町
へ
属
せ
し
め
ら
れ
た
り
。
按
宇
る
に
.
日
向
町
の
町
名
の
起
源

と
い
ひ
た
り
し
‘
玄
春
川
の
川
曲
に
あ
り
し
か
ど
、
明
治
二
年
紳
働

混
楢
御
慶
止
に
付
き
‘
長
幾
寺
は
復
飾
し
て
一
柳
職
と
成
り
、
加
藤
主

馬
と
い
へ
り
。
共
の
後
小
立
野
良
言
宗
寅
憧
寺
へ
家
屋
建
物
を
譲
り

渡
し
て
、
此
の
地
を
退
去
し
、
貸
憧
寺
は
石
油
紳
祉
の
元
と
本
地
働

長
谷
観
音
を
‘
奮
薄
紅
寺
方
よ
り
譲
り
請
け
‘
愛
に
安
置
せ
り
。

。

玄

蕃

川

此
の
川
は
.
川
上
発
源
寺
の
尻
地
な
る
摩
川
の
川
除
に
水
戸
口
を
附

け
‘
犀
川
よ
り
用
水
を
取
れ
り
。
此
の
水
戸
口
を
ぽ
油

wrと
呼
ぺ

り
。
此
の
下
流
は
卸
ち
玄
饗
川
に
て
、
百
姓
町
通
り
を
流
れ
、
鱗
町

に
て
倉
月
用
水
川
へ
合
併
し
‘
油
寧
へ
出
づ
る
怠
り
。
昔
泊
草
屋
源

兵
衛
と
い
ふ
も
の
‘
油
寧
の
地
に
水
車
を
取
建
て
け
る
時
・
倉
月
用

水
の
み
に
て
は
水
勢
弱
き
と
て
‘
更
に
際
川
よ
り
用
水
を
せ
き
入

れ
、
そ
の
流
水
を
百
姓
町
へ
遜
し
‘
油
寧
に
そ
L
げ
り
。
故
陀
彼
の

せ
き
を
ぽ
泊
瀬
木
と
呼
ぴ
、
用
水
川
を
も
源
兵
衛
川
と
俗
m
併
せ
し
を
、

後
人
誤
っ
て
玄
春
川
と
呼
ぺ
り
と
ぞ
。
一
一
説
K
・
普
佐
久
間
玄
蒋
の

時
此
の
用
水
を
遁
ぜ
り
。
故
に
玄
春
川
と
・
綿
す
と
い
へ
ど
も
、
非
也
。

後
人
の
附
合
怠
る
ぺ
し
。

五
占




